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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第89期
第２四半期
連結累計期間

第90期
第２四半期
連結累計期間

第89期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 83,739,180 69,909,227 157,088,238

経常利益 (千円) 1,371,385 1,948,738 3,088,686

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 790,766 1,354,576 2,298,393

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 636,274 246,404 1,318,983

純資産額 (千円) 23,719,640 24,236,791 24,198,064

総資産額 (千円) 80,744,041 68,767,855 70,091,267

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 19.09 32.71 55.49

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 18.80 32.21 54.65

自己資本比率 (％) 29.04 34.84 34.12

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,486,499 △36,041 13,823,920

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △536,781 △625,940 △1,851,749

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,672,669 225,558 △11,001,566

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,992,276 3,972,475 4,597,684
 

 

回次
第89期
第２四半期
連結会計期間

第90期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.26 18.00
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の金融・経済政策を背景に、一部企業による企業業績や

雇用情勢の改善が見られるなど景気は緩やかな回復傾向で推移しました。一方、中国や新興国経済の減速に加え、

英国のＥＵ離脱問題、資源価格・為替変動の影響など先行き不透明な状況で推移しました。

こうした環境のもと、当社グループの大手需要先である自動車メーカーは、国内で、需要が伸び悩み、減少基調

で推移しました。その中で、当社グループの製品等の需要もやや弱めに推移しました。

この結果、当社グループの第２四半期連結売上高につきましては、アルミニウム二次合金地金399億３千２百万

円（前年同期比17.0%減）、商品・原料他299億７千６百万円（前年同期比15.9%減）で、これらを併せた売上高総

額は699億９百万円（前年同期比16.5%減）となりました。

収益面につきましては、製品と原料の価格差が計画数値より上振れし、売上総利益が予想を上回ったことによ

り、経常損益につきましては、19億４千８百万円の利益（前年同期比42.1％増）となり、親会社株主に帰属する四

半期純損益は13億５千４百万円（前年同期比71.3％増）の利益を計上することとなりました。

　事業別セグメントの状況は、次のとおりであります。

　アルミニウム二次合金事業は、大手需要先である自動車メーカーの国内における需要が伸び悩み、減少基調とな

り、当社グループの製品等の需要はやや弱めに推移したものの、製品と原料の価格差が計画数値より上振れしたこ

とにより、売上高は692億７千万円（前年同期比16.4％減）、セグメント損益は19億５千７百万円の利益（前年同

期比15.3％増）となりました。

　その他の事業セグメントは、ダイカスト製品事業が厳しい状況で推移したことにより、売上高は８億１千５百万

円（前年同期比24.7％減）、セグメント損益は４千２百万円の損失（前年同期は３千７百万円の利益）となりまし

た。
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　(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

６億２千５百万円減少し、39億７千２百万円となりました。

　　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において営業活動による資金は、四半期純利益の獲得に加えて棚卸資産が減少した

ことと、売上債権が増加したことにより３千６百万円の減少（前年同期は24億８千６百万円の増加）となりまし

た。

　　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において投資活動による資金は、主に有形固定資産の取得による支出により６億２

千５百万円の減少（前年同期は５億３千６百万円の減少）となりました。

　　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において財務活動による資金は、主に短期借入金の純増減額が増加したことと長期

借入れによる収入や返済による支出により２億２千５百万円の増加（前年同期は16億７千２百万円の減少）とな

りました。

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は３千９百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 43,629,235 43,629,235
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 43,629,235 43,629,235 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年９月30日 ― 43,629,235 ― 6,346,642 ― 2,400,164
 

 

(6) 【大株主の状況】

平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

有限会社山本エステート 大阪府豊中市南桜塚１丁目２番１号 3,480 7.98

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目２番１号 1,904 4.36

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,580 3.62

山　本　隆　章 大阪府豊中市 1,469 3.37

大紀アルミ得意先持株会 大阪市西区土佐堀１丁目４番８号 1,398 3.20

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,171 2.68

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５番５号 1,004 2.30

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲一丁目２番１号 1,003 2.30

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 1,002 2.30

安　宅　千　浩 大阪府豊中市 944 2.16

計 ― 14,958 34.27
 

(注) １　上記のほか、当社所有の自己株式2,213千株(5.07%)があります。

２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 　　  637千株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 2,213,000
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式41,248,000
 

41,248 同上

単元未満株式 普通株式 168,235
 

― 同上

発行済株式総数 43,629,235 ― ―

総株主の議決権 ― 41,248 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が２千株(議決権２個)含まれて

おります。　

② 【自己株式等】

  平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
大紀アルミニウム工業所

大阪市西区土佐堀一丁目
４番８号

2,213,000 ― 2,213,000 5.07

計 ― 2,213,000 ― 2,213,000 5.07
 

 

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,889,909 4,166,058

  受取手形及び売掛金 30,003,049 31,597,845

  商品及び製品 7,610,282 7,029,522

  仕掛品 172,601 160,020

  原材料及び貯蔵品 7,641,217 6,643,344

  繰延税金資産 156,819 161,787

  その他 1,198,016 1,305,845

  貸倒引当金 △5,590 △5,041

  流動資産合計 51,666,305 51,059,383

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 11,402,917 11,239,382

    減価償却累計額 △6,917,504 △6,984,602

    建物及び構築物（純額） 4,485,412 4,254,780

   機械装置及び運搬具 21,483,387 20,950,467

    減価償却累計額 △17,456,237 △17,098,153

    機械装置及び運搬具（純額） 4,027,150 3,852,314

   工具、器具及び備品 1,260,510 1,263,487

    減価償却累計額 △851,127 △866,490

    工具、器具及び備品（純額） 409,382 396,997

   土地 4,080,276 4,008,254

   リース資産 653,115 498,939

    減価償却累計額 △267,944 △224,505

    リース資産（純額） 385,170 274,433

   建設仮勘定 141,203 264,678

   有形固定資産合計 13,528,596 13,051,458

  無形固定資産   

   のれん 102,093 91,346

   その他 96,318 98,790

   無形固定資産合計 198,411 190,137

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,386,549 3,345,297

   長期貸付金 4,227 3,756

   退職給付に係る資産 187,146 182,419

   繰延税金資産 592,775 492,235

   その他 724,350 615,887

   貸倒引当金 △197,095 △172,720

   投資その他の資産合計 4,697,953 4,466,875

  固定資産合計 18,424,961 17,708,471

 資産合計 70,091,267 68,767,855
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,309,564 7,550,815

  短期借入金 23,685,116 24,571,352

  未払金 747,712 646,228

  未払法人税等 636,294 502,403

  未払消費税等 584,188 141,701

  未払費用 1,014,062 1,060,094

  賞与引当金 213,510 239,785

  その他 352,952 350,982

  流動負債合計 34,543,401 35,063,363

 固定負債   

  長期借入金 10,133,867 8,328,437

  役員退職慰労引当金 12,765 4,186

  退職給付に係る負債 101,760 97,895

  リース債務 252,605 214,794

  資産除去債務 127,706 129,078

  繰延税金負債 561,904 534,308

  その他 159,189 158,999

  固定負債合計 11,349,800 9,467,700

 負債合計 45,893,202 44,531,064

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 6,346,642 6,346,642

  資本剰余金 8,839,365 8,839,365

  利益剰余金 7,938,077 9,085,564

  自己株式 △743,144 △743,733

  株主資本合計 22,380,940 23,527,839

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,048,554 989,131

  繰延ヘッジ損益 37,009 8,850

  為替換算調整勘定 446,576 △567,407

  退職給付に係る調整累計額 3,335 △2,483

  その他の包括利益累計額合計 1,535,475 428,090

 新株予約権 148,016 148,016

 非支配株主持分 133,632 132,845

 純資産合計 24,198,064 24,236,791

負債純資産合計 70,091,267 68,767,855
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 83,739,180 69,909,227

売上原価 79,520,090 65,454,659

売上総利益 4,219,089 4,454,567

販売費及び一般管理費   

 運搬費 1,182,176 1,083,554

 役員退職慰労引当金繰入額 1,143 788

 賞与引当金繰入額 51,651 56,026

 その他 1,242,245 1,402,319

 販売費及び一般管理費合計 2,477,217 2,542,688

営業利益 1,741,871 1,911,878

営業外収益   

 受取利息 74,003 22,554

 受取配当金 72,416 112,577

 技術指導料 28,019 8,885

 貸倒引当金戻入額 1,204 1,765

 鉄屑売却益 40,388 23,335

 為替差益 - 108,745

 その他 65,408 73,678

 営業外収益合計 281,441 351,541

営業外費用   

 支払利息 327,195 265,231

 手形売却損 15,347 6,385

 為替差損 264,455 -

 その他 44,929 43,064

 営業外費用合計 651,928 314,681

経常利益 1,371,385 1,948,738

特別利益   

 固定資産売却益 1,751 617

 受取補償金 25,184 -

 特別利益合計 26,935 617

特別損失   

 固定資産除売却損 40,168 21,290

 特別損失合計 40,168 21,290

税金等調整前四半期純利益 1,358,153 1,928,066

法人税、住民税及び事業税 536,708 522,243

法人税等調整額 13,040 42,111

法人税等合計 549,748 564,354

四半期純利益 808,404 1,363,711

非支配株主に帰属する四半期純利益 17,637 9,134

親会社株主に帰属する四半期純利益 790,766 1,354,576
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 808,404 1,363,711

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △62,780 △59,486

 繰延ヘッジ損益 △36,355 △28,159

 為替換算調整勘定 △48,846 △1,023,842

 退職給付に係る調整額 △24,147 △5,818

 その他の包括利益合計 △172,130 △1,117,306

四半期包括利益 636,274 246,404

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 619,438 247,191

 非支配株主に係る四半期包括利益 16,836 △786
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,358,153 1,928,066

 減価償却費 826,591 794,999

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,209 △1,765

 賞与引当金の増減額（△は減少） 37,248 26,768

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △18,215 △8,579

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,844 1,735

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 2,560 △3,657

 受取利息及び受取配当金 △146,420 △135,132

 支払利息 327,195 265,231

 為替差損益（△は益） 176,721 △99,231

 固定資産除売却損益（△は益） 38,416 20,672

 売上債権の増減額（△は増加） △1,052,264 △2,810,611

 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,453,388 865,990

 仕入債務の増減額（△は減少） 724,897 605,951

 未払金の増減額（△は減少） △147,323 △58,159

 未払費用の増減額（△は減少） 8,318 78,640

 未収又は未払消費税等の増減額(△は減少) 162,246 △440,582

 その他 △423,222 △260,343

 小計 3,331,926 769,992

 利息及び配当金の受取額 146,420 135,132

 利息の支払額 △332,370 △267,665

 法人税等の支払額 △659,476 △673,501

 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,486,499 △36,041

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の払戻による収入 - 88,543

 有形固定資産の取得による支出 △664,161 △742,688

 有形固定資産の売却による収入 15,156 1,167

 投資有価証券の取得による支出 - △45,840

 投資有価証券の売却による収入 - 3,959

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

111,654 -

 短期貸付金の回収による収入 443 12,933

 その他 125 55,984

 投資活動によるキャッシュ・フロー △536,781 △625,940

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △751,737 1,416,594

 長期借入れによる収入 500,000 1,112,800

 長期借入金の返済による支出 △1,170,938 △1,996,359

 自己株式の純増減額（△は増加） △739 △588

 配当金の支払額 △207,107 △207,089

 リース債務の返済による支出 △42,146 △93,397

 その他 - △6,400

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,672,669 225,558

現金及び現金同等物に係る換算差額 △31,984 △188,785

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 245,063 △625,208

現金及び現金同等物の期首残高 3,747,213 4,597,684

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  3,992,276 ※１  3,972,475
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。
 

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　(偶発債務)

　　　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

ダイキ　オーエム　アルミニウム　インダストリー
(フィリピンズ)

236,649千円 212,163千円
 

　

　２　(手形割引高)

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

受取手形割引高 2,473千円 ―千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金 4,354,509千円 4,166,058千円

預入期間が３か月を超える
定期預金及び定期積金

△362,233千円 △193,583千円

現金及び現金同等物 3,992,276千円 3,972,475千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 207,107 5.00 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月11日
取締役会

普通株式 207,097 5.00 平成27年９月30日 平成27年12月７日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日
定時株主総会

普通株式 207,089 5.00 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月11日
取締役会

普通株式 248,496 6.00 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

アルミニウム
二次合金

売上高      

  外部顧客への売上高 82,717,824 1,021,355 83,739,180 ― 83,739,180

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

185,493 60,764 246,257 △246,257 ―

計 82,903,317 1,082,120 83,985,438 △246,257 83,739,180

セグメント利益 1,696,849 37,192 1,734,041 7,830 1,741,871
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ダイカスト製品事業及びアルミニ

ウム溶解炉事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額は、セグメント間の取引消去であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

アルミニウム
二次合金

売上高      

  外部顧客への売上高 69,110,386 798,840 69,909,227 ― 69,909,227

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

159,917 16,196 176,113 △176,113 ―

計 69,270,303 815,036 70,085,340 △176,113 69,909,227

セグメント利益又はセグメン
ト損失（△）

1,957,312 △42,384 1,914,927 △3,048 1,911,878
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ダイカスト製品事業及びアルミニ

ウム溶解炉事業を含んでおります。

２　セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△3,048千円には、セグメント間の取引消去金額7,697千

円、のれんの償却額△10,746千円が含まれております。

３　セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しており

ます。

なお、これによる当第２四半期連結累計期間のセグメント利益又はセグメント損失（△）に与える影響は軽微であ

ります。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。

　

(デリバティブ取引関係)

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 19円09銭 32円71銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 790,766 1,354,576

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

790,766 1,354,576

    普通株式の期中平均株式数(株) 41,420,456 41,417,066

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 18円80銭 32円21銭

    (算定上の基礎)   

  親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 636,271 635,941

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 
２ 【その他】

　

第90期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）中間配当について、平成28年11月11日開催の取締役会にお

いて、平成28年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                            　 248,496千円

②　１株当たりの金額      　                     ６円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成28年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 
平成28年11月８日

 

株式会社大紀アルミニウム工業所

取　締　役　会　御　中
 

 

有限責任監査法人　ト ー マ ツ 
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　石　黒　　　訓　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　中　山　　　聡　　印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大紀ア

ルミニウム工業所の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７

月１日から平成28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大紀アルミニウム工業所及び連結子会社の平成28年９月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

(注)　１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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